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(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期第３四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第３四半期 21,686 13.9 1,045 59.3 1,091 40.5 714 40.5

27年３月期第３四半期 19,039 5.7 656 64.9 777 72.6 508 129.4
(注) 包括利益 28年３月期第３四半期 679百万円( 18.4％) 27年３月期第３四半期 573百万円( 76.4％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第３四半期 62.45 ―

27年３月期第３四半期 44.38 ―
　

(注) 対前年同四半期増減率は、新たに連結子会社とした旭テック株式会社の業績を含めて表示しております。
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年３月期第３四半期 30,398 11,905 39.2

27年３月期 29,343 11,421 38.9
(参考) 自己資本 28年３月期第３四半期 11,905百万円 27年３月期 11,421百万円
　　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年３月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00

28年３月期 ― 7.50 ―

28年３月期(予想) 7.50 15.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　
　

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 17.7 1,500 18.2 1,550 7.4 950 12.1 83.06
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

対前期増減率は、新たに連結子会社とした旭テック株式会社の業績を含めて表示しております。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期３Ｑ 12,400,000株 27年３月期 12,400,000株

② 期末自己株式数 28年３月期３Ｑ 962,906株 27年３月期 962,906株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期３Ｑ 11,437,094株 27年３月期３Ｑ 11,437,094株

　　
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示
時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項については、添付資料の３ページ「(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くだ
さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、中国経済の減速懸念、原油価格や資源価格の低下などがあっ

たものの、総じて企業収益は改善の傾向にあり、訪日外国人客の増加による消費の下支えなどから、緩やかな回復

基調が続いている状況となりました。

このような経済環境のもとで当社グループは、営業活動の積極的な展開と経営効率の向上を図るように努めまし

た結果、売上高は216億86百万円となり、前年同四半期と比べ26億47百万円(13.9%)の増収となりました。

営業利益は販売費及び一般管理費の増加はあったものの、売上総利益の増加により10億45百万円となり、前年同

四半期と比べ３億89百万円(59.3%)の増益となりました。

経常利益は受取配当金の減少はあったものの、営業利益の増加から10億91百万円となり、前年同四半期と比べ３

億14百万円(40.5%)の増益となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は７億14百万円となり、前年同四半期と比べ２億５百万円(40.5%)の増益とな

りました。

当第３四半期連結累計期間におけるセグメント別の状況は、次のとおりです。なお、プラント・設備工事関連は

前連結会計年度末より加えたため、同セグメントの前第３四半期連結累計期間との比較は記載しておりません。

資源・金属素材関連では、中国の景気後退から業界全体に不透明感が続き、関連部門の売上高は77億74百万円と

なり、前年同四半期と比べ３億92百万円(5.3%)の増収となりましたが、営業利益は１億37百万円となり、前年同四

半期と比べ34百万円(△20.2%)の減益となりました。

産機・建機関連では、国内の設備投資が前倒しに推移したことにより、関連部門の売上高は56億62百万円となり、

前年同四半期と比べ７億81百万円(16.0%)の増収となりました。営業利益は10億44百万円となり、前年同四半期と比

べ２億39百万円(29.8%)の増益となりました。

環境設備関連では、主力のポンプ類の販売が低迷したことにより、関連部門の売上高は８億72百万円となり、前

年同四半期と比べ２億58百万円(△22.8%)の減収となりましたが、営業利益は効率化を進めたことから１億28百万円

となり、前年同四半期と比べ０百万円(0.3%)の増益となりました。

プラント・設備工事関連では、工事関連が順調に推移したため、関連部門の売上高は21億34百万円となり、営業

利益は２億70百万円となりました。

化成品関連では、自動車向けなどの商品が安定的に推移したものの、飯能工場閉鎖による減収などにより、関連

部門の売上高は51億８百万円となり、前年同四半期と比べ４億４百万円(△7.3%)の減収となりました。営業利益は

58百万円となり、前年同四半期と比べ22百万円(△28.0%)の減益となりました。

不動産賃貸関連では、賃貸物件等の増加により、関連部門の売上高は２億25百万円となり、前年同四半期と比べ

92百万円(70.0%)の増収となりました。営業利益は73百万円となり、前年同四半期と比べ14百万円(24.7%)の増益と

なりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は303億98百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億54百万円の増加とな

りました。

（資産）

流動資産は199億91百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億26百万円の増加となりました。これは主に、受取

手形及び売掛金７億98百万円、現金及び預金４億35百万円の減少等がありましたが、未成工事支出金11億65百万円、

商品及び製品11億６百万円の増加等によるものです。

固定資産は104億６百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億71百万円の減少となりました。これは主に、保険

積立金１億20百万円、有形固定資産の減価償却などによる１億４百万円の減少等によるものです。

（負債）

流動負債は117億92百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億85百万円の減少となりました。これは主に、短期

借入金18億24百万円の減少等によるものです。

固定負債は67億円となり、前連結会計年度末に比べ23億57百万円の増加となりました。これは主に、社債２億87

百万円の減少等がありましたが、長期借入金26億91百万円の増加等によるものです。

（純資産）

純資産は119億５百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億83百万円の増加となりました。これは主に、利益剰

余金５億19百万円の増加等によるものです。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、原油価格や資源価格の低下や中国景気の減速懸念に加え、海外情勢の不透明感な

どが一層強まり、企業マインドや消費者心理の低下を招き、国内景気に影響を及ぼすリスクがあります。このよう

な環境下で、当社の資源・金属素材関連で扱う各種商品は国際的市況の変動により業績に影響を及ぼす可能性があ

ります。また、産機・建機関連、環境設備、化成品関連及びプラント・設備工事関連で取扱う商品は、国内製造業

を主体としたものであり、国内外の経済動向、設備投資動向の変化により、業績に影響を及ぼす可能性があります。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計

上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫

定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結

財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支

配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及

び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,374 2,939

受取手形及び売掛金 9,146 8,348

完成工事未収入金 771 902

商品及び製品 4,224 5,330

未成工事支出金 874 2,040

原材料及び貯蔵品 8 7

繰延税金資産 213 212

その他 58 215

貸倒引当金 △7 △6

流動資産合計 18,664 19,991

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,327 4,269

減価償却累計額 △2,124 △2,175

建物及び構築物（純額） 2,203 2,094

機械装置及び運搬具 344 321

減価償却累計額 △309 △291

機械装置及び運搬具（純額） 34 29

土地 5,470 5,470

その他 1,536 1,562

減価償却累計額 △1,484 △1,500

その他（純額） 51 61

有形固定資産合計 7,760 7,655

無形固定資産

のれん 51 32

その他 108 81

無形固定資産合計 159 113

投資その他の資産

投資有価証券 1,830 1,797

繰延税金資産 14 14

保険積立金 740 620

その他 186 219

貸倒引当金 △13 △13

投資その他の資産合計 2,758 2,637

固定資産合計 10,678 10,406

資産合計 29,343 30,398
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,697 4,791

工事未払金 320 335

短期借入金 5,674 3,850

1年内返済予定の長期借入金 958 1,092

1年内償還予定の社債 594 534

未払法人税等 629 215

賞与引当金 208 113

事業整理損失引当金 103 －

その他 391 859

流動負債合計 13,577 11,792

固定負債

社債 703 416

長期借入金 2,625 5,317

繰延税金負債 505 487

退職給付に係る負債 317 287

その他 192 192

固定負債合計 4,343 6,700

負債合計 17,921 18,492

純資産の部

株主資本

資本金 1,854 1,854

資本剰余金 1,642 1,642

利益剰余金 7,971 8,490

自己株式 △290 △290

株主資本合計 11,176 11,695

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 247 210

繰延ヘッジ損益 △2 △0

その他の包括利益累計額合計 245 209

純資産合計 11,421 11,905

負債純資産合計 29,343 30,398
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 19,039 21,686

売上原価 15,960 17,737

売上総利益 3,079 3,948

販売費及び一般管理費 2,422 2,903

営業利益 656 1,045

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 72 24

受取家賃 29 30

保険返戻金 22 －

持分法による投資利益 21 38

その他 19 25

営業外収益合計 165 119

営業外費用

支払利息 26 39

社債利息 13 8

その他 4 24

営業外費用合計 44 72

経常利益 777 1,091

特別利益

固定資産売却益 16 0

投資有価証券売却益 25 14

負ののれん発生益 74 －

特別利益合計 117 14

特別損失

投資有価証券売却損 22 －

事業整理損失引当金繰入額 33 －

事業整理損失 39 0

その他 1 0

特別損失合計 96 0

税金等調整前四半期純利益 798 1,106

法人税等 289 391

四半期純利益 508 714

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 508 714
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 508 714

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 68 △36

繰延ヘッジ損益 △2 1

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

その他の包括利益合計 65 △35

四半期包括利益 573 679

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 573 679

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

　 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

合計資源・金属
素材関連

産機・建機
関連

環境設備
関連

化成品
関連

不動産賃貸
関連

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 7,381 4,880 1,131 5,513 132 19,039

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― 4 4

計 7,381 4,880 1,131 5,513 136 19,043

セグメント利益 172 804 128 81 59 1,245

（注）当社は、平成26年12月15日に石油精製、石油化学プラントおよび関連設備工事に係る設計、施工およびメンテ

ナンス工事を主な事業とする旭テック株式会社の株式を取得し子会社としたことにより、連結の範囲に含めてお

ります。なお、みなし取得日を当第３四半期末としているため、貸借対照表のみを連結しております。

これに伴い、平成27年３月期の報告セグメントは、資源・金属素材関連、産機・建機関連、環境設備関連、化

成品関連、不動産賃貸関連の５事業に加え、〔プラント・設備工事関連〕を追加する予定であります。

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,245

全社費用(注) △589

四半期連結損益計算書の営業利益 656

（注）全社費用は、主にセグメントに帰属しない一般管理費であります。

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

４．重要な負ののれん発生益

全社において、平成26年12月15日に旭テック株式会社の株式を取得し子会社としたことに伴い、負ののれん発生

益を計上しております。なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第３四半期連結累計期間において

は74百万円であります。
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当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

合計資源・金属
素材関連

産機・建機
関連

環境設備
関連

プラント
・設備
工事関連

化成品
関連

不動産
賃貸関連

売上高

外部顧客への売上高 7,774 5,662 872 2,134 5,108 133 21,686

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― 0 ― ― ― 91 91

計 7,774 5,662 872 2,134 5,108 225 21,778

セグメント利益 137 1,044 128 270 58 73 1,712
　

（注）「プラント・設備工事関連」は、平成26年12月に旭テック株式会社の全株式を取得したことにより、全連結会計

年度より、報告セグメントに加えております。

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,712

セグメント間取引消去 0

全社費用(注) △667

四半期連結損益計算書の営業利益 1,045

（注）全社費用は、主にセグメントに帰属しない一般管理費であります。

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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４．参考情報

個別業績の概要

（百万円未満切捨て）

平成28年３月期第３四半期の個別業績（平成27年４月１日～平成27年12月31日）

（１）個別経営成績(累計)

（％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第３四半期 14,309 6.4 629 17.1 660 10.6 434 16.3

27年３月期第３四半期 13,445 10.9 537 80.1 596 64.9 374 92.9

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第３四半期 37.77 ―

27年３月期第３四半期 32.49 ―

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年３月期第３四半期 19,358 10,630 54.9

27年３月期 18,855 10,409 55.2
（参考）自己資本 28年３月期第３四半期 10,630百万円 27年３月期 10,409百万円
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